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------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
○ムズゥルー まず、私も時間稼ぎに貢献したいと思います。その理由の一つとしては、

議長の言うことに従うということがありますが、２つ目のもっとまじめな理由として、こ

れから私が話をすることは、日本の皆さんは熟知していらっしゃるテーマだと思いますの

で、幾つか我々のポイントになるところだけ、きょうはお話ししたいと思っております。 
〔資料 スライド２ 参照〕 
 ということで、ここでお話をしますのは、グリーンビルディングということになります

が、これは高性能住宅です。フランスで高環境品質のレベルをもらうために、どのような

形での認定が必要かという話です。 
 そして、２点目にお話しする予定でしたが、これは、エネルギーをどのようにして抑え

るか、省エネするかということで、今ほとんど話に出ていましたので、私がほとんど話さ

なくても済むと思います。 
 ということで、３番目の点に挙げられるのが、これからの課題、国際的な形で高環境品質

がどのような動きをするか、そして、持続可能な開発・発展というもの、国際的な発展に

ついてお話しします。 
〔資料 スライド３ 参照〕 
 では、なぜこのような高環境品質のための認証が必要なのかということになりますが、

つまり、私どもは、こうした認証制度といいますか、高環境品質を出す前にいろいろな動

きがありまして、環境に対してのアプローチもあったわけですが、それが全く何のルール

もなく、規制もなくされていたことが問題でした。ですから、グリーンビルディングは、

そうした意味では既にあったわけですけれども、高環境品質であることのあかしがなかっ

たことと、このクレジットがなくて、どのようにしたら価値をつけられるかわからなかっ

たということで、我々がこの認証を始めました。 
〔資料 スライド４ 参照〕 
 今、我々のＨＱＥの中には２つの品質が入っています。環境に対する建物の品質という

ことで、これには 14 のクリアしなければならない項目があります。もう一つのものが、品

質管理システムということで、この品質管理のための作業は、建物がある間はずっと、そ

して建設中もきちんと守られなければならない品質基準になります。 
〔資料 スライド５ 参照〕 
 ここで、我々のいろいろな懸念事項が挙げられていますが、そのうちの２つが上に書い

てある２つです。エコ・コンストラクションのターゲットになるものです。ほかに、先ほ

ど、14 のクリアしなければならない要素があると申し上げましたが、これらに関しては、

詳細は今お話しいたしません。こうしたそれぞれのポイントは、現在の社会が何を懸念し

ているか、何を心配しているか、それを明確にあらわす点になります。もちろん、その懸



念事項の中には、エネルギーでありますとか、水の管理、廃棄物処理といったものも入っ

てきます。環境、高環境というものに関心があるそれらの国々は、すべてこうしたエネル

ギー、水のマーケット、ごみ処理といったようなものに関心を持っています。 
 最初のものは、建物そのものの品質ではなくて、その周りの環境をよくする建物という

ことで１番目に挙げられています。 
〔資料 スライド６ 参照〕 
 そしてまた、次に出てくる懸念事項としてあるものが、居住性と健康の問題です。です

から、大きな意味では４つのテーマがあって、さらに 14 の下部テーマがあって、それがさ

らにそれぞれが分かれていって、最終的に我々が研究課題にしなければいけないのは 100
以上の項目になります。 
〔資料 スライド８ 参照〕 
 では、品質管理、品質のマーケットが何を指すかということですが、建物を管理してい

くプロセスすべての要素を含んでいます。そして、これは基準をすべて、これをクリアし

ろというような、それぞれやらなければいけない最低基準を明確に書きあらわしているも

のではありません。そして、14 の項目がありますが、その場に合わせて非常にフレキシブ

ルに、柔軟性を持って、そのプライオリティ、優先順位を変えていくことができることに

なっています。そのローカルな意味でのニーズをはっきりと把握して、そうした要求に合

わせてこの要点を決めていくことができます。 
 もう一つの重要な点は、これは、上から、しろと言って下に命令する、上からの力によ

って従わなければならないものではありません。つまり、ビルディングオーナーがこの管

理システム、品質管理を決めて、そして、このビルディングオーナーが、そのプライオリ

ティを決めて管理することができます。 
 それぞれの建設プロジェクトに対してきちんとしたターゲットを決めて、そしていろい

ろなレベルをこの建物に合わせて考えていくことができます。ですから、ビルディングオ

ーナーとしては、一番高いレベルのものをすべて守ることを強いられるのではなくて、自

分でそのプライオリティを選べますけれども、最低レベル、ベーシックなものは守ってい

きたいとなるわけです。 
〔資料 スライド９ 参照〕 
 ですから、ビルディングオーナーは、一つのプロファイルをその建物に対して立て、そ

の中でも、少なくとも３つ、Very Good レベルというハイレベルのところのものを入れて、

上での品質管理をしなければなりません。次の Good レベルといいますか、平均レベルの

中に入れるものは、４つの点です。ビルディングオーナーが関心事として入れるものです。

基本的な一番下の Basic レベルのものがありますが、品質管理の中で少なくとも７つは入

っていなければいけないことになります。 
〔資料 スライド 10 参照〕 
 次は、認証そのもののお話です。これは独立した認証機関があって、そこが認証します。



そして、監査という形で、人がきちんと査証します。監査人はその品質管理をどのような

システムで行っているか、その建物のパフォーマンス、環境に対しての性能はどうである

かということを査定します。この監査人は３人いますが、この人たちがいろいろ査定した

後で、最終フレーズに入ったときにきちんとした報告を出します。特に、設計が終わった

時点でもその結果を出します。そして、建物をビルディングオーナーに引き渡す時点でも

う一度検査をして査証して、そこで評価書づくりをいたします。 
 このやり方の非常にいいところは、この評価は、まずプロジェクトの最初の段階で既に

こうした監査が入るということです。これにより、開発初期の段階でいろいろと非難すべ

き点があったら、注意すべき点をここで指摘して、そこで是正できることです。 
 マイナスの点は、建物引き渡しの時点で監査システムが終わってしまって、この建物が

存在している間じゅう、それから引き渡されてからどのような形で品質が管理されている

か、それは検査ができないという点はマイナスになるかもしれません。 
〔資料 スライド 11 参照〕 
 いろいろな建物といっても種類があるわけですが、このＣＳＴＢのいろいろな支社を使

って、まずはサービス産業の建物、もう一つの支社が個人住宅の品質評価の認定を行いま

す。また、集合住宅につきましては、もう一つのカリテルという子会社がＣＳＴＢの代わ

りにこうした調査を行います。 
 それから、これからですけれども、建物のいろいろなコンセプトがあって、いろいろな

コンセプトに合わせた形での我々の調査認定機関を形作っていこうと思っています。 
〔資料 スライド 14 参照〕 
 これから幾つかの例をお見せしたいと思います。我々がやっているところのプロファイ

ルと申し上げましたが、その結果どういうものができたか、この写真が一つの例です。 
 これは高校です。リセです。ここで色が３色に分かれていますが、グリーンの一番濃い

ものが、プロファイルの３つの面、Very Good レベルを達成したということです。１、３、

４、５、６、７、８、10 の項目については Very Good レベルをもらいました。 
 そして、単なる Good レベルが、９、11、13。そして、その他が一般的な Basic レベル

を達成していたという評価を得ました。ですから、先ほど申し上げました高環境・高品質

の最低限のものを備えている、つまり、Very Good レベルが最低でも３つなければ高環境・

高品質とは言えないと申し上げましたが、それが入っています。 
〔資料 スライド 15 参照〕 
 同じような表ですので簡単に申し上げますが、これは市役所です。 
〔資料 スライド 16 参照〕 
 これはオフィスビルディングです。 
〔資料 スライド 17 参照〕 
 ＣＳＴＢは、この一つの機関であって、いろいろな品質の認定をするわけですけれども、

ほかにも研究・開発部門があり、そこで我々が開発しているいろいろなツールがありまし



て、品質を認定の評価のためのツールがいろいろとつくられています。 
 ここに映っている機械は、ベランダに差す影がどのような形で視覚に対して影響を及ぼ

すかといったようなことを測定する機械です。 
〔資料 スライド 21 参照〕 
 これはエネルギーに関してのお話になりますが、先ほど、シャリュさんから、エネルギ

ーについてお話しましたので、私は、窓がエネルギーに対して大きな役割を果たすという

点で少しだけ話したいと思います。 
 新たな技術が開発され、そうしたものが縦線で書いてありますけれども、それができる

ごとにエネルギー消費は下がっていく傾向が出ています。そして、お話に出たと思います

が、この横線はミネルジであるとかパッシブハウスといったような、一つの境界になるよ

うな利点があって、それを過ぎるたびにエネルギー消費は少なくなっていきます。 
〔資料 スライド 24 参照〕 
 だんだん最後に近づいてきましたが、このような高環境品質の認定をすることで、どの

ような利点があるか。いろいろな認定をするということで、いろいろな要素がお互いに密

接に結びついた形で検討されています。このシステムとしては、非常にフレキシブルであ

って、そして優先順位を柔軟性を持って選べるという利点があります。そしてまた、これ

は押し付けのものではなく、自主的に、求められているもの以上のものさえ得られるとい

うことです。 
 一つのシステムとしては画期的で、本当にいろいろな分野のものを巻き込んだ上での前

進があるシステムです。 
〔資料 スライド 25 参照〕 
 ここですべての点について詳しくお話ししませんけれども、本当にこれは、行政にとっ

て、経済的に長い目で見て利がある一つのシステムです。そして、これはシステムとして

は未来を先取りしているようなシステムであって、いろいろな状況に合わせることができ

ます。都会だけではなく、田舎の農村にも適用できるし、さらには、これはフランスだけ

ではなく、外国にも適用することができるという意味で、我々としては息の長いシステム

だと思っています。 
 限界もありまして、これは建物に限定した高環境品質ということになりますので、その

辺の環境すべてを含むわけではありません。現在、ＣＳＴＢが考えているのは、もっとサ

ステーナブルな形での持続可能な環境という形での取組みにいけるようにという道を探し

ています。 
〔資料 スライド 27 参照〕 
 ということで、これは例ですけれども、中国におきましても、我々の給湯システムを中

国のコンテクストに合わせられるのではないかということで作業をしました。 
 ご静聴、ありがとうございました。（拍手） 
 


